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はじめに

　ヨーロッパにおける職業教育・訓練制度はドイツのデュアル・システムに代表される

ように、学校と職場（生産現場）の連携を中心に、教育と訓練を組み合わせることで成

り立ってきた。北欧諸国はこのデュアル・システムを手本としつつ、第二次世界大戦後

は学校を中心とする職業教育・訓練を行うように変化してきた。1）しかレ学校を中心

とする職業教育・訓練は後期中等教育機関への進学者の増加に伴い、生徒のドロップア

ウトを引き起こすことにな：り、1990年代半ばころから“新しい徒弟修業”（New

Apprenticeship）と呼ばれる職場（生産現場）での訓練の導入により、ドロップアウト

を解消しようという傾向が強まった。しかし、その導入のあり方は国によって異なって

いる。その違いは職業教育・訓練が人間の生存に関わる職業能力の育成にあるだけに、

北欧では経営者団体と労働組合、そして教育関係省庁の三者の合意を通して具体化され

てきた。こうした三者の間の微妙な関係が背景となって、国による職業教育・訓練の実

施形態の違いが出てくることになった。

　ところで北欧の学校を中心とする職業教育・訓練を研究の対象にしたのは、わが国の

教育が学校を中心として職業教育（訓練が抜けている）を展開してきたからである。北

欧諸国との比較検討を通して、わが国の職業教育の問題を検討する視点を与えてくれる

のではないかという期待がもう一方にはあったからである。

　そもそも職業教育・訓練は職業能力を身に付ける上で必要なものであり、そのことを

通して社会の中で具体的な職業に従事することが可能になる。特に非正規労働者が世界

的にも増加している今日、この職業教育・訓練なしに安定した職業に従事することは難

しいと思われる。教育・訓練という面からだけではなく、人間の生存権に関わる社会保
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障という面からも職業教育・訓練は重要な社会的課題になっているのではないのだろう

か。　　　　　　　　　．　、

　さらに、産業の高度化に伴う職業能力のレベルアップは後期中等教育レベルにとどま

らず、高等教育段階（第三段階教育とも言われる）の教育水準が求められるようになっ

てきている。ドイッではいくつかの州でホッホシューレ（高等専門学校）の教育内容が

高等教育段階に相当するものと見倣して、ウニベルジテートという名称を授与し、更に

学位を出すことも承認している。北欧のフィンランドでも従来のポリテクニク（専門学

校）を応用科学大学（Applied　Science　University）と呼ぶようになってきた。生産や

管理部門など多くの企業でより高度な知識と技能とコンピテンス（能力と訳されるが、

予測のつかない状況の中で総合的な判断をする能力と理解したほうがより正確か）が求

められるようになってきており、従来型のアカデミックな大学とは多少異なる能力を身

に付けた人的資源（Human　Resources）が求められるようになってきたことを物語っ

ている。こうしたことから、後期中等教育後の教育・訓練を高等教育（且igher

Education）として位置付けるのではなく、むしろ第三段階教育（Tertiary　Education）

として位置づけようという流れが強くなってきたといえよう。ともかくこのような状況

の下で北欧の職業教育・訓練制度の改革から学べることを昨年度までの科研費による調

査を通して整理してみた。

1．北欧4力国の職業教育・訓練の現状と課題

　北欧四力国の職業教育・訓練制度の改革は国によって多少の違いはあるものの、今日

重視されている“新しい徒弟修業”に注目が当てられるようになったのは1990年代か

らといわれている。その取り組みの中で、今日、北欧四力国の制度の特徴について整理

された図表があるので紹介したい。この図表は昨年6月にデンマークのロスキルデ大学

で開催されたNord－VETという北欧諸国の職業教育・訓練に関する研究プロジェクト

の会議で発表されたものである。

表1　北欧のVETシステムの機能

類似点／相違点 デンマーク ノルウェー フィンランド スウェーデン

学校／仕事ベースの 主要なルート： 主要なルート：2＋2 主要なルート：学校 主要なルート：

学習 仕事ベースの学習 学校と仕事ベースの ベースの学習で‘ハイ 学校ベースの学習

徒弟修行、職業ギム 学習（混ざった）の ブリッドシステム’と （gynmaSieSkOla）

ナジウム、EUXシ 両方徒弟修行 呼ばれる仕事ベース 徒弟修行

ステム‘ハイブリッ の期間を含める

ドシステム’ 小さなルート：徒弟修

行（主に成人を対象）
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北欧における職業教育・訓練制度の改革と課題

雇用者とのリンク 強いリンク；

徒弟修行

雇用者とのリンクを

改善

雇用者とのリンクの

改善

雇用者との弱いリン

ク

高等教育とのリンク 弱い

接続

袋小路

仮の基礎 高等教育への適任証

　　　　　　r

高等教育への適任

証、しかし自動的で

はない

＊‘Recent　reforms　and　innovations　in　the　Nordic　vocational　education　and　training（VET）’p，27

　，　Marja－Leena　Stenstrom，　JyvaSkyla　University，　Finlandより

　この表から北欧四か国がいわゆる“新しい徒弟修業”を導入してはいるものの、各国

の実態がかなり異なることが理解できよう。

　デンマークは隣国、ドイッの影響が強いためか“仕事ベースの学習”（work　based

learning）が残っており、従って“徒弟修業”（Apprenticeship）も当然残っており、

更に職業教育を行う職業ギムナジウム（理論中心）や新しい学校としてのEUXという

理論学習と実践的能力を養う学校が造られた。当然のことながら雇用者団体と職業教

育・訓練との関係は強いものが残っているが、反対に職業課程を選択すると高等教育へ

のアクセスが悪くなるという弱点を抱えている。その意味で複線型の弱点である袋小路

が未だに残っており、それを緩和させようとEUX（後期中等段階職業教育・一般教育

統合プログラム、4年制）が設けられた。

　他方、後に詳しく紹介するがノルウェーでは2＋2という制度、すなわち高校教育は

4年間で、最初の2年間は学校でもっぱら理論学習と学内実習を行い、後の2年間は企

業や商店などで実際の職業訓練を受けるというシステムになっている。後半の2年間は

職場での訓練に専念するところから雇用者団体も積極的に関わってくるように変化して

きたという。しかし、高等教育へのアクセスは未だ仮のもので、正式なルートにはなっ

てない。

　さらにフィンランドでは“学校ベースの学習”（school　based　learning）ではあるが、

職場に行って訓練を受けることも認められている。そのため“ハイブリッド”と呼ばれ

ているが、しかし後期中等教育段階で企業や商店などの職場で訓練を受ける者の数は少

なく、多くの場合は“成人教育”（Adult　Education）として雇用契約を結んだ人間が、

契約を結んだ職場で訓練が行われている。もちろん理論的な学習は成人でも学校に通う

ことになっている。また、高等教育機関へのアクセスは正式に認められており、特に応

用科学大学だけでなくアカデミックな大学への入学も認められている。

　最後にスウェーデンであるが、学校ベースの学習が主要な職業教育・訓練のルートで、

徒弟修業も行われていないわけではないが雇用者団体との関係は極めて弱く（歴史的な

経緯）2）、全国的に盛んに行われているわけではなく、また高等教育機関へのアクセス

は一部、認められているものの、自動的に入学できるというわけではない。

　これらの国々での大きな問題は後期中等教育からのドロップアウトが多いということ

である。また、職業教育・訓練課程ではなく普通課程（大学への進学を目指す）への進
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学希望者が多いということでもあった。こうした課題に対応するために高等教育機関へ

のアクセスを良くしたり、理論的な学習内容を高度化したり、職業につながる高等教育

機関’（第三段階の教青機関）を設けたりという改革努力が行われてきた。

　ところでミ北欧各国のドロップアウト率を卒業率から見てみよう。

表2’ 後期中等教育卒業率

Ω口脇 一一嚇 一鵬一騨山翻脇

ぷ一 G工隅5 ＝療騨 烈一 髄解鯉5
縦 融 一 酬 融 一

掛紺 肉旨竃

⌒ 郷 蜘 魎 搬 撫 ㈱・

藁穣 麟 働 間 煩｝ 働 口 樹 酌 仰） 脚ハ ｛働 P灘 ぷ） 獅）

㈱、　、　＼　、　＼w　、∨、s　やア、Ψノ’”冑　　冊　”

＿
難
灘
惑
簗
工
歪
鰍
、
頴
ぷ
汰
籔
卿
＝

「　「　㌧　　ミ　w　　’　　∨、、丁徽き漁驚雀ぽ．紗 ㌶頴蒜蒸懸 慧鷲裟≧ 竃蕪
二習籔蜜｝1¢，今ぺ否ウ投， 灘懇紗びt”～　1’t▽灘熟

裟難＝
忽戦熟ぶ∨“冷♂み＝

盤
、”“

灘
噺

←　　“　　∨，　　　“孔、

遼轟
　田翻

～、”　　…

L㌶蒜
遷顯鶯　識

　鵡…w－ぷ’殻昧％

蓉濠籔

聡襟c
鞭罷　訟

　灘

ぽ｛漁渡彩蘂㌘

　晶
　灘

結
4

鱒
5

　鍵
　　3
撚爾驚

鵡

抱

斑

笛

翻

m
縦鷹惚綴バ

㌘
竃
∨
誉
　
’
㎏
が
穴

P…仲榊らや斑1び’FtV’aey’ge

灘
tlt之≠↓a之1’1㎏頴ti’才llぶ’

バ 殻漁
句 ク〆や＼w舷u

鷹
答ぽ1・

灘
”！びび’びび〆’1≠’ぐぺ♪メ之’z

該鷲c駕蹴

灘
◇哩ペツ～∀

ぱ総灘

翻
挙＾’ 竺“”w “冑一、、∨冑∵卍

一＝
tシ”inS＃

嚢
総
　
　
m
　
鴎
一
仲
パ
溺
“
響
　
酌
　
　
硫
黙
緊
ぷ
ぷ
瓜
，
聴
　
坐
　
　
肪
V
t
V
t
l
t
t
t
t
∨
　
∨
、
”
騰
　
訂
⇒
さ
f
序
f
f
「
さ
弓
，
　
　
t
弓
》
i
i
≧
’
で
ト
ぷ
難
・
η
・
烹
蕪
滋
　
鵯
　
與

　　煩
　田怜　…凛…バ別“

v’za’－tts　 ev　

g
ぽ
鷲
識
　
鱒
　
　
m
㌶
灘
；
ぷ
彩
懸
望
殴
　
鮪
　
　
煩
ぷ
　
　
’
1
ぺ
1
S
　
J
　
▽
ぽ
瀕
㍊
念
鱗
》
ぷ
　
　
鳳
　
蛤
、
t
t
t
t
t
t
　
町
　
t
J
l
t
l
籟
♪
t
ぷ
部
一
ぷ
鰯
灘
　
曳
　
敢

　繊

　田
1欝念品ぶ鱒該

．
豆
灘
1
菖
’
t
シ
溺
h
’
w
牧

雲蕪爵灘認

　
2
纂
鷲
鱒
凝
紗
　
o
　
恒
　
　
・
、
▽

　笛
　●‘●故弾…聯

蘂
蕪
熟
ぷ
6
雀
鰯
　
口
　
詐
、
v
s
ノ
、
幽
　
．
　
こ
　
　
、

　　　7

藻
　
二
裳
繊
》
∀
購
“
鱒
　
穀
　
　
　
4
’
冑
↑
’
w
’
w
A
、
黛
鱒
忽
》
．
o
　
、
、
ふ
毒
＾
ぷ
哀
ば
　
1
3
　
　
　
a
…
…
…
脚
、
雲
㌶
る

　　　7

　　拍
㌘
鷲
ぷ
懸
：
　
　
　
口
　
灯
ン
”
麻
“
　
、
　
’
　
、
㌶
欝
膠
鷲
叡
　
ζ
瀞
影
主
＝
　
露
　
　
　
置
鷲
撲

　　　7

　　襯
1鷲鷲
⊇⊇
　こ

灘
嚢
　
三
熟
ご
鷲
1
；
撚
撚
　
　
臼
　
　
　
畜
…
…
ヴ
　
▽
　
つ
＾
総
灘
離
灘
緩
陰
　
　
縮
　
樋
㊨
…
や
⑤

畿
難
灘
警
＝

γ紗撚
鋲
濠
s
で
ノ
　
“
、
∨
撚
膓
：
誠
：
襟
：
濠

　鮪
　　煩
る
④
鷲
渓
w
徐
漁
念
冷
連
調
　
9
t
　
　
領
1
れ
、
“
1
w
ぷ
“
≒
叩
べ
簿
㍊
㌫
鱒
蒜
　
　
m
　
蛆
籏
　
￥
＾
無
郭
＼
曲
蕩
藷
撫
　
鱒
　
識

　舗
　鋸撚：

無
頁
織
ご
　
晶
．
照
雀
鷹
蒜
ぷ
鷲
諜
　
‡
ミ
鷲
雀
：
冷
1
鷹
ぶ
　
甘
　
欝
　
π
　
活

　迂
　答1モさtt　トぐ∀＼壱＼亡〉汀士1ミ1

恒題壌寅菱
ぎ
蒸
　
偲
　
論
蒜
瀕
逗
職
瀕
よ
蕊
　
3
1
　
訂
羅
蓑
膓
ぱ
鱒
隠
　
2
羅
　
c

　磯
　旙
灘葭灘
滋縦1三

蕊
Pt‘

竃
窯
念
；
蹴
　
6
0
　
訂
藝
鷲
菖
謡
瀕
意
　
欝
　
雰
影
鍵
駕
紗
織
x
　
π
　
百

　　　管

　　頚◇ぷがぷソα肺

～w領が
㌶
滋
髭
　
塘
　
　
繍
鷲
雀
遥
灘
議
1
　
　
漏
　
　
拍
り
，
ぐ
ブ
〕
「
1
’
：
く
’
　
ぞ
《
メ
ぐ
《
’
∋
1
‘
頴
詩
⊇
熟
　
　
抱
　
　
　
7
ぎ
藩
雀
緩
忌
蹴
、
　
　
　
o
　
口

ぷ嵩濫㌶箒

≧憲
　
　
O
m
㌘
鷲
，
㌶
蹴
　
2
1
　
　
臨
鶏
擬
さ
渉
1
＜
E
・
1
｝
写
岬
鴻
」
∧
臨
　
　
m
　
　
m
叉
水
、
…
捗
朋
鑑
頴
“
瓢
念
灘
　
　
頗
　
　
　
4
㌘
羅
鷲
≧
鷲
　
　
　
口
　
2
＄

：㌫慕
錫鍼叢　　　　‘

　　m
鷲
撫
撫
灘
烈
栽
　
3
量
　
　
抱
w
　
、
、
　
w
　
▽
　
∨
　
、
溺
鶴
蘂
　
　
　
　
　
　
A
　
　
P
⊇
撚
　
　
煩
　
　
拍
…
、
…
㌢
叢
　
埴
澱
謬
鶏
灘
顯
㌶
、
　
　
暮
　
識

昧w作汰鴛ぷ脚※◇欲淑ぴ再ぷ

崎毒咋恒添熊孫
繍態灘巖㌶濠嶋

噸

籏㌶繰、

灘
議嚥簗

鱗

ぶ藤慧㌶鷲鑑

讐
鶯
撲
⊇
ぷ
　
纂
灘
　
芸

織是鴬
忌讃灘
　葺鋪
　混溜序ぎIlt“t「砂序喬ぷ薮ぷ

≧顯
　き

灘
　
6

蠣麟蝋纏添苔ぷ》　　’Σ”、・》◎啓鍋く

Hulllitint　↓i担漆ぴ減inぷtisuin

一搬2＝

慕該琴で

∨　　／

漣灘懲
念蓋歳

　斑
　随

　　　　　1　　べ　念

撫灘　盟

　塑

溌徽難灘、珂ママ3マエ＼《カ↓きヌ淘±ftrm，jfi葦1‘t，　　　　　錫　　　　砲

㍉藩ぶ

　為
ur

　ロ
　路

竃欝

“
ヨ
1
ぎ
鶯
纂
魏
編
ぼ
癒
　
　
　
口
　
　
防

　　醜
　　　4くぺvs［s》ぐ9「1芸tSく’c5

ヱ滋婁■惑襟鷲

　　　o

　　餓

，ナ），・ナ㍗F叉ナヲ叉・「・扉〆・

鞭〃逢奪益

鷹ま懲。

《《之乍：ミ《｛乏ぐ《s‡9：t’‘tPtwタぐ＼ざ尽：sw幽タ）《暫ss：恕：モ’「r

雛雛撫懇1
’《燭ξや

鶯1
1ギF’畢ぐ《1’‘：t穿Sh

浴壌曙渓∨”x　ぽsw’し

諮難“

　　　　　　永

4 　k　s’tS’t

’UtatalM、〕eit、萩

　　　　　　　　　　　…w

　k　t’tSt　twwVt　HtV

㍊鳳当柑zぷ騒メや゜

’－va’・er”e・tt

瀦撚㌶羅蝋

が …㌢
芯雀・、や　水s’謂多忘ぷべ　　≠菜

鷲雲ma；K　1． 灘灘・イ渉　　令弐 　　　ヴ

烈鐸ぷ

舗
　　∨’之該顔熟±

る繊芦

ノ「“、 　、、、冷　v 鷲彩

騨工驚煕“…＿

噂く麟泌ミ＾　一冊　“　、δ、で　P

　講
　罰

6オ

印

　　7
4
暮

灘ll
　　　；

軸く・〈・臼鯛かぷ
、ぼ解弍紮弘
。㌔敬sべ、

ぷ…

涙

A＼

該灘慧

▽話≧Ψ1　　、A冊

⊇ぷ
　瑠
　紅
惑妥該
蕪ぷ蕩　謎

　趨x、プ’挙∨Ψ　㌣鞠舗輔di臨輩力太穴

卵訂さでAツ、　　㍉　∨　　ぷ∨

＝撒
　招

訂
該挺頴
茎濠灘　鏑

　樋∀ノぱゴ＾べ　　ぽゴ∨臣

灘藩㌶

F…一彰や宮蚤“
湘綜　ぷ、くα腓

　　o
　　　拍㌘

ジ
襟
こ
㌶
懲
　
　
4
　
　
5
聡
影
㌶
ぽ
鼠
黙
蕊
　
　
4
B
繊
懸
必
一
鯖
頴
　
　
田

1見騒議緩撚災繊蒸5

　田
　担
鷺織2
簗鱗裟
　紡

　　搬
灘瀦㌶＜「ぐ箏で逗

’tnytS　tt　　tttや　 　　N「t”．tt”　　’t　tttttt

　　　　　“
　　　　野　　　A∨、∨∨“、占

　　　㍍壌惣
羅綴総鼠織惑
　　　　縄
　　　　越
　　　　　シ父竺介あ

　織
　田㌶
簸
鷺
’
姦
黛
ジ
　
鋳
　
荏

泣＆登叉 懸蚕欝

＼’ff．v・

灘濠1　
　
；
灘
ぎ
；
鑑
鷹
杉
　
　
　
遣
　
　
　
a
癬
ざ
鷲
㌶
頴
．
　
甘

＝

　野
　口
》
簿
㌻
s
灘
÷
：
彩
　
劔
　
　
担
該
遜
紗
S
s
⑳
与
κ
、
、
w
　
聾
　
勒

㈱
　樋

A∨A、　、　　　　A熱、

　紅

　　勘
灘穎頴ポ事びき咤ぺ

　錨

驚鷲灘議
穰
き
　
泊
　
灘

　　　6

　　　9

灘霧と蕊藻綾

≧
轟
1
　
匁一

“・叉s

菜漂
認‡UIWhlitl

緩織忍　鵡

　拒ピ竺フ「卍　　tシt’u’

ほ藩鷲

治セ芯噸・
e※や唱労多へ
㌘ぶ憂綴

　　4
　　ユv　〃’ピ　ン’÷　“

灘該灘

⊇、
　詮

㍉砲不改ふ＾甲’÷迷冷wΨ…・烈

鱒灘‖隠竺一
　　　　　　漂滅豪認灘蹴熟㌫頴骸。

＝謙
’　Aび　　」　＼　　”　〆　　」

渓鰍惑

論
螺蜜

　　　3

　　　t

頴絃

ぼ
ぐ
w
垂
’
望
㌢
，
　
将

　　　　　4
　劣　シ　”　t、　亀 アtt

　tx 　“　、A∨

　　　惣r灘
撚熟撒，1撚緩瀧

　　　　　取＝工 駿 百 頗 m m m m 鰍

s ぺ　　　●
㌔

一 麟＝緊難 　℃
頴謬、べ“r、s、

　へ酬、　、冊　　　　　、

祭
、
窯

tt〆ttさ※、tt”、tl無　　　　　　Et、《≠

　　　栽1　　葱壁べ、÷、　　　

＿　撚
z聾．顛N

　　一
蒸運灘 濠、’

“ぷ　　　　　　漁∀
購灘 裟…

ぽぷ、祭、 　　　∨

盤
〉　　　　　　　心

繍羅㌶6
ヒ　㌶ 蕪灘癒緩

←F（　Fモ念　1　c〒　t乏　：《　：モttg　　巡祭tご9　tS＞　ぞ口　膓《：tξ

，，繍鯨灘ぷ㌶羅※
麟隠》：鷲熟ざ籍ぽ

鋤
醜

t：　‘嫌ξ　　「‘　rF亭f《Fs‘

1鍵㌶＆．難齋
琴ぺ陣“▽芯答
裟纏ぶ　　z今

。讃。鰯慧

漬FA、欄＝
＜。珍毛「漂

鷺
嚢
蒸
　
綜
　
　
顯
w
w
A
’
冑
「
ぽ
雀
》
議

i議襟
…ぷ… 器艦ぽ
　　　㌶耀

“苛、z領vv

灘講撫
灘彰熟　　　6

　　m

　　w「w　ヴ　　「　「

鱗縦ぎ灘i㌘
鱗謬撚》撚㌶欝一

難
ざジ

驚
鷲

篭誤
菜㍉

　槌
　穐
÷
鷲
歳
鴛
ナ
‘
「
t
l
シ
1
モ
序
　
之
ぎ
チ
　
’
．
《
1
　
ナ
≠
惣
撚
燕
　
臼
　
蛍
v
・
v
1
、

　　　　　孤1

　糾
　泣
祭滋灘

渓灘熟舵

　魂
　口

　泣

　　　　　5ぶぷソ烈怜x
　　　　ぷ斑卵

　　　　　翻
　　　　、祐
　　　　1鱗熟…xつ；灘該燕　　　　　憐　　　　　済

　　　忽灘灘

　　　　　蕊

μ㌧▲歩
灘総ξ底

　　　　　…　〃、

“写≧拍
彩
滅
総
　
ぷ
　
　
緻
ぽ
灘
ぼ
で
㌻
・
◇
を
δ
二
w
診
鷲
巖
　
認
　
訓
ノ
豹
“
乱
1
W
ノ
芦
共
烈
鱗
額
w
撚
議
　
　
ぬ

◇撚　一〃Σ
頑’災姐

影
齢
三
　
諮
　
　
観
聾
蘂
ぼ
蚕
＄
葦
・
忍
●
∨
・
蕊
灘
蕊
壊
　
臼
　
斑
｝
∋
」
　
噛
斗
，
、
｝
，
　
．
、
．
」
　
．
，
斗
｝
ぽ
殴
総
緩
s
遍
　
　
鳳

貯バ頴頂

　鵠
1
癒
顯
e
べ
4
”
，
’
e
’
・
：
灘
彰
慰
　
四
　
岱
」
㌘
共
w
　
∨
⊥
号
饗
藻
が
⊇
　
　
繰

　翻
　　煩・〉が；⇔：馬ぺ・

籏町ぷ口s．s床，へ詮糸

緩造絃
　漠
　培
）欝熟驚遜頴

　　研

ξ
÷
㌶
念
蹴
　
鵠
　
　
賠
ざ
禁
干
㎏
’
▲
蛋
ぽ
灘
e
ぺ
蔓
ぷ
㌢
、
w
　
　
”
s
蚕
　
溺
　
灘
　
“
　
＾
毒
二
鯵
糞
撚
≧
　
　
m

総
⊇
㌻
㌶
絃
　
　
　
5
　
　
覇
《
w
≠
士
s
モ
士
ξ
‘
t
ぺ
’
タ
ス
き
　
c
ξ
＼
ジ
費
描
▽
’
S
l
t
S
t
t
t
t
　
F
や
や
三
蕊
凄
蒜
　
　
　
a
　
搭
灘
灘
丁
ラ
s
尊
　
え
’
㌘
購
鴻
　
　
m

籔＝F…δ・▽ほ燈⊇
ぽ
　
　
　
a
　
括

該裟遵

xぎべ， Ett　P1

人
轟
　
　
　
ユ
　
陪

tt　

ttt

購　　　畠

　秘

ふ睡電？ぺ

⑭将褒
簗驚遺念

　　　3

　　獺”⇒オ互言コ杜aぴt　tlt　、tt　｝’

P㌶㌶。’tit’－t’rN　tt；

　　　ユ

　欄

　　x

微な驚・
。、・粥頴

蕊纂．
　　　　　1

　　硝フノ脚ぞ夕1⇒

驚輯渓鱒・　▼　　　添晶、

　　　ユ

　■8
総
盲
；
㌻
兎
白
　
、
添
㌧
碗
　
効
ぷ
瓢
熟
　
　
顕

ごヒ「沓ボ〉「⇒序序〉ペジ　∨“ぺ》、し〉）〉♪H　、｝〉ぺ＞Pぺ〉♪〉’ぺよ）ペシ〉》シ1

ノ1芦ぷ週ノツノひノふ 熟バ　忙
、

鑑緊
耀燕w……
蕊燕㌶膓頴蕊

　磯
　η
羅陵諮
蕊蕊遵6⊇・

　　融

ぢ違漂　1、’膨ぷ麟

　　m

該蕎該　　　　、　、　ρ％

惑絨葦癬．

　　栖

1㌶麟㌻
三烈鷲　　向

　　　　A　点イ

嶽
撚
漂
よ
蕨
　
　
煩

蹴麟㎜ 灘

＼

＼　、　　　　　　　　幽’　ぺ
〉轟斑轟藩ぶ遠寿燕｝＼

w　　　、　　　著、、、

漸
’1　　　　　　　　　恒　　　　　s　　　s

＊Education　at　a　Glance　Indicators・◎OECD2016“Upper　secondary　and　post・

　secondary　non－tertiary　graduation　rates’（2014）“Disclaimer：http：〃oe．cd／

　disclaimerより

　表から読み取れるのは総合した後期中等教育の卒業率は高い順にフィンランドの

97％、デンマーク94％、ノルウェー84％、スウェーデン69％となっている。’スウェー

デンでは31％、約3人に1人が後期中等教育を修了できてないことになる。ノルウェー

で16％、デンマークでも6％が修了できず、いわゆるドロップアウトしていることにな
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る。これを少し詳しく見ていくど（統計上の数が一致しない問題であるが）、普通プロ

グラム（大学型高等教育機関への進学を目的とする）の卒業率は高い順にデンマークの

68％ごノルウェー・62％、スウェーデン48％、フィンランド46％となっている。また職

業準備／職業プログラム（非大学型高等教育機関への進学ないし職業資格の取得を目的

とする）の卒業率は高い順にフィンランドの96％、デンマーク46％sノルウェー37％、

スウェーデン29％となっている。ノルウェーとデンマークでは普通プログラムを選択

している者が多いことが分かるが、フィンランドとノルウェーでは職業準備／職業プロ

グラムを選択している者も多いことが分かる。しかも、スウェーデンとフィンランドで

は後期中等教育修了者の率が大きく異なっている点も興味深い。ここでの課題は後期中

等教育からのドロップアウトをどのように減少させるのかという点に絞られよう。この

稿では四力国すべてを取り上げる余裕がないので、この稿ではノルウェーとフィンラン

ドについて以下、科研費による調査の結果を中心にして考察していく。

2．ノルウェーの状況

　ノルウェーの調査（2015）から明らかになったこと

（1）ノルウェーの調査（ロガランド・カウンティのハウゲズンド）より

　ノルウェーの場合、スウェーデンとは異なる2＋2（最初は学校で理論を学び、後の

2年間は職場で職業訓練を行う）という制度が1994年から導入された。2006年からは

最初の2年目の教科科目内容の高度化が実施され（主に理数科関係）、以前より高度な

理論学習が行われることになった。

　2015年の夏、この制度がうまく機能し

ていると言われる地域を訪ね後期中等教育

機関と、生徒たちが徒弟修業に励む企業を

訪問したが、一部スウェーデンの地域とも

似た地域背景を持ち、工業が比較的盛んな

地域であり、職業能力を身につけて社会に

出ること、言い換えると職場（徒弟的）訓

練を受け入れやすい地域（企業側も学校側

＝ 生徒側）であることが分かった（2015

年夏に調査した地域はロガランド・カウン

ティ（県に相当するCounty）。この地域

はノルウェーでは南西部の地域であり、カ　R。g

ウンテイ（県）民総数は46万6302人、カ

ウンティの中には26の市町村があり、総 ノルウェー全土図
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合制高校が25校、生徒の総数は1万6500人で、そのうち5650人が徒弟契約を結び徒

弟修業に従事しているということであった。

　ロガランドtカウンテイの職業教育・訓練部局（Rogaland　County　section　of　VE［1］）

の政策とサービスは、県内域における職場訓練（徒弟的）の管理・監督、生徒の職場訓

練（徒弟的）の場所の用意、訓練場所（事業所）、職場訓練（徒弟的）の承認、徒弟へ

の良好な訓練場所の準備、工芸および職人としての資格検定試験の記録の認証、工芸お

よび職人の資格検定試験の実施（管理）、試験委員会の委員の任命、政府・カウンティ

から支出される交付金や資金の管理にある。

表3職場訓練（徒弟的）への契約者数（ノルウェ〒全国比）
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＊ノルウェー教育研究省：教育・訓練部より

　ロガランド・カウンテイの中心都

市であるハウゲズンド市はノル

ウェー西部の海岸地域にあり、造船

業（特殊船）や石油掘削、アルミ精

錬（ノルウェーでも代表的な企業）

などの産業が集積している地域であ

り、職業能力を身に付けて社会に出

て貢献することが比較的受容されや

すい地域だという。また、ノルウェー

の中でも所得が高い人が多い地域で 写真1　造船所（特殊船舶）

あり、技術的職業が多く、若者の流出が少ないという。

（2）ハウゲズンド地区での職場訓練（徒弟的）の概要（2015．8．25訪問）

　2年間の学校教育の期間中に1～2年生の段階で数週間（2年生は四週間）の試行期

間を経て具体的な企業に派遣される。その際に企業と生徒との受け入れを調整する機関
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（トレイニング・オフィス：民間機関）が深く関与しているのがノルウェーの特徴でも

ある。

　この機関は直接、職業能力の習得に関して生徒を指導するのではなく、企業と生徒の

間に入って、訓練が上手く行っているかどうか、上手くいってない場合にはどのような

ことが必要なのか、またどうしてもその企業では訓練が難しいと思われる場合、代わり

の企業を見つけるという役割を果たしている。

（3）ハウゲズンド市での新しい職場訓練（徒弟的）の概要2（2015．8．25訪問）

　また、企業側は最初の半年は正規賃金の30％程度（職種により異なり、また企業の

経営成績によっても異なるようであるが、最低基準が設けられており、それを下回って

はならないことになっている）から始まり、次の半年で40％に、更に次の半年で50％、

最後の二年目の後半の半年では75％程度にまでなる給与（手当）が支払われる。

　企業側はこの給与（手当）を負担すると同時に、徒弟として訓練に携わる担当者を置

く必要があることなどから、新しく職場に新人が必要な企業が徒弟の受け入れに積極的

だという。

（4）職場訓練（徒弟的）を実施している企業への調査から

　実際に見学した企業では1人ないし

2人の徒弟に1人の指導者が付いて訓

練を行っていた。見学をしたのは石油

掘削に関わる会社と、パイプライン製

造の会社であったが、いずれも注文生

産（大量生産ではなく）方式で、顧客

のニーズに合わせて丁寧に製品を製造

するという、時間管理が比較的緩やか

な企業であった。NCS機械を指導員

に見守られながら操作したり、車両の

修理に関わる金属の切断や溶接をこな

していた。

写真2　職場訓練（徒弟的）中の徒弟

　最終試験に向けた時期でもあり、指導員からの指導だけではなく、最終テスト（第三

者からなる試験委員会が知識と技能、仕事に取り組む意欲、態度などを判断し、合格す

れば職業資格がもらえる）に向けて必死に取り組む姿が窺えた。

（5）オスロでの職場訓練（徒弟的）の実情（8月27日訪問・見学）

　オスロで見学したのは鉄道に関わる企業であった。一つは鉄道車両の補修、修理や鉄

道インフラの整備に関わる会社、もう一つは同じく鉄道ではあるが、運転士の育成や信

号や架線の設置をする技能労働者を育成する企業でもあった。

　この企業は2＋2の訓練だけではなく、その上にさらに半年の教育訓練を課し、修了

生はFABREという高等教育（第三段階教育）に相応した職業資格が取得できるコース
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を実施していた。

　鉄道に関する職業は、鉄道家族といわれるほど、親子代々継続される傾向があるよう

で、比較的賃金が高いことや、鉄道信号に関する職業人はノルウェー全土で400人しか

おらず、事故があった場合や非常の場合には、非番でも駆け付けて鉄道の運行回復に専

念するなど、職業意識の高さと規律の厳格さでは群を抜いているという話であった。

（6）建築企業の職場訓練（徒弟的）生訪問（8月27日）

　このほかにオスロで見学、聞き取りをしたのは建設関係の企業であった。徒弟として

聞き取りに協力してくれた青年は、初等、前期中等学校時代に成績が良かったために、

教師からアカデミックなコースを進むように勧められ。また、両親もそうしたコースに

進むことを望んだというが、兵役についた後に後期中等教育に戻ったところ、勉強につ

いていけず、進路を変更し職業コースを選んだというものであった。しかし、数学が得

意だったということもあって、建築関係の仕事を選び、特にコンクリートを扱う職業を

選んだということであった。

　大変にアグレッシブな青年で、25歳を超えているということであったが、建設会社

の代表兼、訓練学校の校長も務めるという人物は、この青年の実績を高く評価し、最終

試験終了後は（受かれば）自分の企業に採用したいということであった。

　徒弟教育・訓練を通じて良い人材を獲得したい企業の思いも良く伝わる聞き取りで

あった。建設業は好調と不調の波が激しいということであったが、この青年はできれば

さらに上級の資格を取り、エンジニアになることも考えているということであった。徒

弟訓練最後の半年の給与は正規労働者の75％を貰っているということであった。その

上、作業服や靴など職業訓練に必要なものは全て支給されるという。

（7）Elvakken高校の訪問・見学（8月26日）

　オスロでトップクラスの実績（進学：総合制高校）校であるが、現在の評価は現校長

の権限と手腕に依拠して実績を積み上げてきたのだという。職業訓練コースも設置され

ている総合制高校である。当初は最底辺高の一つだったというが、徹底して生徒の興味、

関心に寄り添って、生徒の興味と関心にこだわった改革を推進したという。好きなこと

を徹底して追求してもらうために、施設、設備も一新し、学びやすい環境を導入。その

ために生徒は自分の持っている関心、興味を追究するようになっていったという。

（8）小括：ノルウェーの職業教育制度の特徴1

　ノルウェーの教育制度、特に職業教育・訓練に関しては、カウンティ（地方行政組織）

の下にある職業教育・訓練局が職場訓練（徒弟的）を統括しており、職業訓練を行う会

社の選定、実習生の適応性、訓練終了の最終認定（資格）などを含め、大きな権限を有

していることが分かった。

　また学校教育（後期中等教育）では2＋2（最初の2年間は学校で、後の2年間は職

場で訓練）を実施しているが、総合制高校が多く、普通教育と職業準備教育（職業教育

を含む）が同じ高校の中に併設されている学校もあった。
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　さらに職場訓練（徒弟的）に当たっては、トレーニング・オフィスという民間機関が

仲介（訓練場所と訓練内容、生徒の適不適など）役として企業と生徒の間を調整してお

り、訓練に関する様々なトラブルや問題の解決に大きな役割を果たしているということ

であった。このトレーニング・オフィスは実習先の企業との関係も極めて良好なようで、

訓練内容や方法など、生徒の職場訓練に対するレディネスなども含め、重要な調整役を

果たしている。

　ところでカウンティの職業教育・訓練局に属する資格試験委員会が、職場訓練の最終

的な試験と資格認定を行っている。この試験にパスしないと修了書（学校）がもらえな

いという。職場訓練は人材を確保したい企業にとってもリクルートのために非常に貴重

な機会にもなり、積極的に取り組み、訓練状況を通して採用を判断する手がかりとなっ

ている。訓練中の生徒には手当も払われ、基準に基づいて、最低基準を下回らないよう

になっているという（ただし、職種、および地域によって金額は異なっているようだ）。

（9）小括：ノルウェーの職業教育制度の特徴2

　後期中等教育機関としての高校は2＋2で合計4年間のコースになっているが、＋0．5

を職場訓練で追加することにより、高等段階の職業資格が取得可能になるという。この

資格を取得すれば賃金も高くなるという。ただし、限定された職種にしか対応していな

いようである。職場訓練を通して第三段階の職業資格が取得できるメリットは大きい。

　ところで、メリットがたくさん用意されているように見えるノルウェーの職業教育・

訓練システム（後期中等教育段階）であるが、社会経済的背景（工業など、産業がさか

ん）が職場訓練（徒弟的）の過少の背景になっているようである。ロガランドやホルダー

ランドを除いて、職場訓練に臨む生徒数は多くはない。第三次産業が多い地域では多く

の困難があるという。オスロなどの都市部では大学進学傾向が強く、職場訓練を希望す

る生徒は少ないという。さらに、職業教育に携わる関係者からは、特にコンビニ（セブ

ンイレブン）などは職場訓練（徒弟的）に困難があるという声が寄せられた。また、ブ

ラック企業など、雇用形態（単純労働、不熟練、未熟練労働）による影響も大きいとい

う。

　その他の要因としては、産業の高度化に対応して職業教育・訓練制度の高等化が課題

となっており、この課題にどう対処していくのかが問われていると思われる。

2．ブインランドの状況

（1）フィンランドの職業教育・訓練制度調査より（2016年8月31日～9月2日）

　フィンランドの場合、ノルウェーと同様、義務教育は9年制であるが、第10学年を

設け、進路などが明確でない生徒を対象にした後期中等教育への準備期間があり、一部

職業教育だけでなく普通教育を含む教育を行っている。この学校では前期中等教育修了
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資格と職業資格（基礎資格）が取得できるようになっている。学校教育制度として袋小

路を作らないことを目的の一つに掲げている。

　フィンランドの職場教育・訓練（徒弟的）については2箇所を訪問、調査をした。1

つはヘルシンキ市の近くにある要塞島のスオメンリンナ。もう1つはヘルシンキから北

東に位置し、フィンランドの中央部に位置するユバスキュラであり、経済的成長が近年

目覚ましいといわれる地域である。

（2）スオメンリンナの調査より

　ところで、スオメンリンナは800人から1000人程度が島に暮らしており、そのイン

フラ及び家屋などの修理、さらにユネスコと世界遺産に登録されたことなどから、遺構

や記念物などの修復、保存など全ての必要とされる点検、補修、維持・管理を行ってい

る地域法人（The　Governing　Body　of　SuomenlinnaニNGO）を訪ねた。

　徒弟教育・訓練を受けていたのは建築に従事する若者（と言っても26歳で、高校を

卒業後、建築以外の職業に就いていたと言う）で、訓練者は彼の父親だった。島に戻り

生活をしたいということで、職場教育・訓練を受けるようになったのだと言う。勿論、

訓練修了後はこの会社で働くことになると言うことであった。もう1人は女性で、ガー

デニングをしていた。スオメンリンナは要塞島ではあるが、庭園や街路樹、野菜畑など

があり、こうした植物の管理もしているという。そのほかにユネスコの世界遺産にも登

録されている歴史的記念物の保存、維持、管理に従事する人たちもいた。2人の若い女

性たちが職場教育・訓練に従事していた。この保存、維持、管理に関する訓練について

はイタリアから特別な修復の専門家を頼んで来てもらい、その専門家に従事して、維持、

保存、修復の技術などを学んでいると言うことであった。いずれも20代中ごろに見え

る若者たちであった。徒弟契約を交わした上で、職場教育・訓練を受けているというこ

とであった。訓練中の手当ては通常の正規労働者の給与の75％から80％程度と言うこ

とであった。後期中等教育機関在学中にこうした徒弟契約を結ぶことはないわけではな

いが、少ないと言う。多くの場合は後期中等教育修了後（職業準備教育＝i－VET）、いっ

たん仕事について、その後に自分の進路として決めた特定の職業に就くために、企業な

いし会社などと徒弟契約を結び、職場教育・訓練を受けるようになるのだと言う。

　わが国のように学卒一括大量採用ということで、3月卒業後、4月から新入社員とし

て働き出すと言うのではなく、後期中等教育修了後（職業準備教育修了後）になんらか

の仕事に従事した後、自分のつくべき仕事はこれだと言うことで、徒弟契約を結び、職

場教育・訓練の後、評価が良ければその会社や企業採用されることになるという。この

点についてはドイツのデュアル・システムとは異なり、フィンランドの職業教育・訓練

制度はその修了後に何らかの職業資格が取得できるということにはなっておらず、職業

準備教育としての面が強い様で、継続教育（c・VETと呼ばれる）を通じて専門的な資

格が取得できるようになっているようである。もちろん初期教育（i－VET）を通じて具

体的な能力（コンピテンス）がどの程度身についているのかは個別に評価されるという。
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（3）ユバスキュラでの調査より

　フィンランドの中央部に位置するユバスキュラは人口13万人程度の小規模な町では

あるが、近隣を含めると約20万人～30万人程度が生活をしているという地域（カウン

ティ）で、成人教育を含め、後期中等教育機関及び大学（応用科学大学をふくむ）をそ

の構成員にしたコンソーシアムを形成していた。

　後期中等教育機関はカレッジと称し

ていたが、職業コースが主な内容と

なっていた。成人教育が専門の校舎と

は別々の棟に分かれていた。この後期

中等教育機関には建築コース、塗装

コース、家具コースなどいくつかの

コースがあり、生徒は新学期が始まっ

たばかりのころだったためか、実技で

は、初歩的な作業をしていた。たとえ

ば家具コースだと道具箱作りだとか、

配管コースだと鉄パイプの切断と折り

曲げなどの実習をしていた。後期中等

写真3　自分の道具箱作り

教育機関の場合、学校内でのこうした実習のほかに、企業や現場で実習することもプロ

グラムの中には入っているが、いずれも短期で、職場教育・訓練のように長期間にわたっ

て続くと言うことはないと言うことであった。また、教育機関の学生なので手当てはな

いと言うことであった。

　このコンソーシアムの協力企業でKytolaという計測器の製造会社を訪問し、そこで

行われている職場教育・訓練について聞き取りをした。この工場では主に流体を対象に

した計測器を製造しており、世界各国に輸出していると言う。会社の規模は、この工場

では70人程度が働いており、新人が欲しいと言うことで、1人と徒弟契約を結び、職

場教育・訓練を行っているという。聞き取りに応じてくれたチューター（メンター）は

別の企業から移ってきたが、既に十数年、この会社に勤めている熟練技能者で、ここの

徒弟は週に一日、学校に通って理論を学ぶことになっているという。

　この徒弟に対する評価について、年に5回ほど職場の同僚（コワーカー）、指導者（メ

ンター）、学校の教師がカリキュラムと実技の内容について打ち合わせを行っており、

指導者（メンター）は毎朝Eメールで徒弟と連絡を交わしているという。この徒弟に

ついては非常にまじめに努力しているので、修了後は採用する意向だという。学科と実

技の評価割合は20％対80％程度だということであった。

　また、指導者（メンター）に今後の希望を聞いたところ、彼自身はエンジニアになり

たいと言うことで、働きながら通信制の大学に通い、エンジニアの資格を取りたいとい

うことであった。
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（4）小括：ブインランドの職業教育制度の特徴

　フィンランドの義務教育は9年制であるが、10学年が設けられており、自主的に選

択して進路決定の準備のためのモラトリアム期間として使われている。地域による選択

の片寄りがあるようで、農村部より都市部で選択する学生が多くなっているという。

　ブインランドの後期中等教育機関は普通教育プログラム中心の学校と職業教育プログ

ラム中心の学校があるが、固定的なトラックを形成しておらず、例えば普通教育課程の

生徒でもコンピュータなどに関心のある学生は職業教育プログラムのいくつかの科目を

履修することができ、また逆も可能で、袋小路にならない制度になっている。

　後期中等教育修了後（職業教育）はいわばオリエンティーリング期間とも呼べるもの

で、初期職業教育・訓練（i－VET：養成訓練に当たる？）は修了しているものの、ドイ

ツのように職業資格との関係は明確ではなく、専門的な職業資格は20歳代半ば以降、

進路が明確になり、会社や企業と雇用契約を結んだ後に本格的な職場教育・訓練が開始

されることになる。後期中等教育段階での職場訓練は短期のものが多いといわれる。

　職場教育・訓練中の賃金は80％程度だそうだが、新人が欲しい企業が職場教育・訓

練（徒弟的）に熱心で、専門的資格取得に向けて訓練をするという。さらに、働きなが

ら上位資格（職業資格、および学位を含め）に挑戦することも可能だというが、具体的

には会社との交渉が必要になってくるという。成人教育（c－VET）も重視されている。

　IT関連や科学技術の先端部門に関係する企業で、より高度な労働力が求められるよ

うになっており、こうした状況に対応できるよう、高等教育段階（第三段階）の教育と

職業教育・訓練が密接にリンクされるという特徴を持っている。職業教育プログラムを

選択しても、それに対応した進路が応用科学大学として用意されている。

　国際的な人材養成戦略の中で、エラスムス計画に基づき、EU労働市場の中での労働

力形成戦略に則って国際交流が展開されており、職場訓練もその中に位置づけられてい

る。イギリスやフランスから訓練生が研修に来たり、反対にドイツやイタリア、フラン

スなどに研修に出かけるフィンランドの若者もいる。

【注】

1）学校を中心とした職業教育・訓練が行われるようになった時期は、国によって異なってい

る。デンマークはドイツに隣接していることもあり、デュアル・システムの影響は強く残っ

ているが、スウェーデンでは20世紀の早い時期から学校を中心とした職業教育・訓練制度を

導入したところもあった。

2）スウェーデンでは労働組合が徒弟修業に対して否定的であり、生産現場での職業訓練が困

難な状況にあったという。スウェーデンの経営者団体と労働者団体の聞の関係は労使協調と

　もいうべき関係が続いてきたが、特に20世紀初頭のテイラーによる「科学的管理法」などが

生産現場に導入された際に、労働組合による積極的な提言がなされ、それを経営者団体が認

めたことから、労働組合の主導による生産工程の改革などが進められたという。こうした関

係から労働組合は徒弟修業に対して否定的な対応を取ってきたと言われている。

（2017年3月24日受理）
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